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研究実績の概要 

本研究では，CFRP 板の接着による鋼部材の補修工法の開発を目的として，以下のような研究を行った． 

まず，CFRP 板の適切な寸法・形状を検討するために，面外ガセット継手の回し溶接部から発生した疲労

き裂を補修の対象として，疲労試験による実験的な検討を行った．CFRP 板の適切な寸法・形状を検討する

上で，設計時に支配的な積層数に着目し，その層数を変化させて比較を行った．その結果，CFRP 板の積層

数が増加するほど，補修後から試験片が破断するまでの余寿命が大幅に延命化され，積層数を 5 層とすれば

十分な補修効果が得られることが確かめられた．これは，提案した CFRP 板の貼付方法によれば，き裂開口

部の中心付近で軸方向力が効率的に伝達されること，また，CFRP 板の積層化によって鋼板に作用する応力

がより低減されることから，補修効果が高められたと考えられた．ただし，CFRP 板の積層数を 5 層とした

実験シリーズであっても対象とした応力範囲からは疲労限は得られず，き裂の再発生を防止するまでには至

らなかった．したがって，提案した補修方法は延命化のための応急的な対策として位置づけられた． 

次に，補修後の余寿命を評価するために，ストップホール法など，他の補修工法を併用した場合につい

て，実験的な検討を行った．静的載荷試験からは，ストップホール法とCFRP板の接着工法を併用すれば，応

力集中やき裂の開口変位が大きく低下することが確かめられたものの，疲労試験では，CFRP板の剥離が早い

段階で認められ，十分な補修効果が得られなかった．これは，ストップホールを併用した場合，孔明けによっ

て，通常のき裂よりも開口変位が増大したことが剥離の要因と考えられ，これらの点については今後の課題と

いえた．さらに，面外ガセット部や平板を対象とした接着継手試験片を作成し，引張せん断試験を実施し

た．その結果，これまの補修効果が接着性能の観点からも検証され，補修設計のための基礎資料を得た． 
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